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双曲型偏微分方程式の数値解法プログラムの研究開発 (II)

—両端自由及び両端固定の場合の中心差分式による解法＿

大阪大学工学部精密工学科

坂本正雄

1. はじめに

以前，センターニュースに， SX-2N用のサプルーチン・サブプログラムの利用の手引

として， ‘‘双曲型微分方程式の数値解法プログラムの研究開発”を書いたが八そこでは，

両端自由の境界条件のみを課していた．また適当な解析解が見当たらなかったので，数値解

の精度検定も行っていなかった．今回は，両端自由の境界条件に加えて，両端固定の境界条

件の場合にも計算できる， FORTRAN77/SX・スーパーコンピューター用のサプルー

チン "PDEHTB" を作り，センターライブラリー •CLIB7 に登録したので，この使

用法を説明する．また，簡単な双曲型偏微分方程式の場合について，両端固定の境界条件下

で解析解が示されているので 2), これを用いて， PDEHTBの精度検定を行った．なお，

以下の記述は，参考文献 1) と重複する部分もあるが，本小文だけでも理解できるように，

重複をいとわずに記した

2. 概要

結晶性固体の塑性変形は，主に転位の運動特性により記述される．この転位の運動方程式

は，弦モデル 3)によると次のように近似される．

M 
f} 2 X 

f} t 2 
+B立芝-rfJ'"" =て b
fJ t fJ z2 

(1) 

ここで簡単のために，転位は z軸にほぼ平行であるとし，その形状をX (z, t) とする.M

は転位の単位長さ当たりの有効質量， Bは動摩擦係数，「は転位の有効線張力， ては有効応

カ， bはバーガース・ベクトルの長さ， tは時間である．

両端自由の境界条件のときは，結晶の幅をl, つまり 0::;;_ z ::;;_ lとして，転位は鏡像力のた

めに結晶表面に垂直となるので

(: :)z=O= (~)z=t Q (2) 

である．両端固定の境界条件のときは，転位のピン止め間隔を l, つまり 0~ー z~」として，

ピン止め点における転位の x座標をそれぞれxぃm とすると

X (z = 0) =XI'X (z = l) = X 2 (3) 
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である．

ては外部応力や，溶質原子，他の転位等の存在のために，場所 (x, z)により変動するの

で，ここではてb= f (x, z)と記述する．今， x=abX,z=(3bZ, t =炉BがT/rと

変数を置き替えると(1)式は

A u A+  ax_立宣
aT2 aT az2 = F CX, Z) 

A
 

M「

F CX, Z) =り 2! J (abX, /3bZ) 

(4) 

(5) 

(6) 

となる．ここでa'/3は任意定数， ex,Z)は無次元座標， Tは無次元時間である．境界条
件は両端自由のとき

（賛） z~o = (賛） z~LZ = Q 
(7) 

ただしLZ=l/f3bである．あるいは両端固定のとき，境界条件は

X (Z=O) =Xぃ X (Z=LZ+2)=X, (8) 

となる．ただしLZ+2=l/$b,X戸 xi/ab,X,=x,/abである．すなわち，減

衰項を含む，任意力作用下の，境界を固定しない弦（転位）の運動は， (4),(5), (6), (7)式を解

けばよく，境界を固定した弦（転位）の運動は(4),(5), (6), (8)式を解けばよい．

本研究開発では， XCZ, T)を解としてもつ双曲型偏微分方程式(4),(5), (6)式を， (7)式

又は(8)式の境界条件と， X CZ, T) =X (Z, 0)及び

(: 塁）T=O =V (Z, T= 0) (9) 

の初期条件の下で解<,FORTRAN77/SX・スーパーコンピューター用のサブルーチ

ンを開発したここでV CZ, T)は無次元速度であるなお解は実数解のみを扱っている．

(6)式のFex, z)は， a,(3, bを適当な値にとって， X及びZのきざみを 1とすることに
より 2次元配列FCJ, Z)を作って

F ex, Z)=F CJ, Z)+{F(J+l, Z)-F(J, Z)} (X-J) (10) 
という直線補間で与えている．ここでJ=INT CX)であり， Z=O,1, 2, …， LZで

ある．
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3. 使用法

CALL PDEHTB (NB, F, LX, LZ, A, DT, IT, I, X, XO, XN, V, 

VMAX, XM IN, XMAX, I ER)である．引数の説明等は表1. の通りである．

表 1. 引数の説明等

引数 型 種類・寸法 1 内 容

NB 整数型 I 入力.NB 0のときは両端自由，すなわち(7)式 I 

I 

の境界条件となる.NB"" 0のときは両端固定，
i すなわち(8)式の境界条件となる．保存される．

F 単精度実数型 I 2次元配列 入力.F (0 :LX, 0 :LZ)の任意数値デー
夕配列．保存される．

LX 整数型 I 入力．配列F (0 :LX, 0 :LZ)の

I 

LX三1.上限はメモリーサイズにより制限
される．保存される．

LZ 整数型 I 入力配列F (0 : L X, 0 : L Z)の 法宣
子.LZ三1. 上限はメモリーサイズにより制限
される．保存される．

A 倍精度実数型 入力．双曲型偏微分方程式(4)式の係数A.A>O .. 
保存される．

DT 倍精度実数型 入力．時間のきざみ幅.O<DT<-IAであれば'
解は収束するが， DTが大きいほど解の精度が悪
いので注意が必要保存される．

IT 整数型 ハ/J• 寺間は IT*DT
9 ふヽプ. I T>l. 保存される．

I I 整数型 出力．計算打切時の繰り返し数が入る．経過時間
はI*DTとなる．正常終了時はI=ITである．

X 倍精度実数型 1次元配列 入出力 X( 1:LZ+l)の1次元配列．入
カデータは， NB=Oのとき座標X CJ), J= 
0, 1, 2, …， LZを与える. NB~O のとき
はXCJ), J=-1, 0, 1, 2, …, LZ, L 
Z+lを与える. 0三XCJ) <LXでなければ
ならない．計算終了後は出カデータが入る．

XO 倍精度実数型 1次元配列 作業用配列 XO(O: LZ) 

XN 倍精度実数型 1次元配列 作業用配列 XN(-1 :LZ) I 

V 倍精度実数型 1次元配列 1入出力.V (0 : L Z)の1次元配列．入カデー
I夕は速度V(J),J 0, 1,2, …, LZを
える．計算終了時は結果が出力される．

VMAX 倍精度実数型 I 出力．計算途中における速度Vの絶対値の最大を
与える.VMAXが1/DTより小さいほど解の
精度はよい. i 

XMIN 倍精度実数型 出力.x又はXNで現れた最小値. 0三XMINI
<LXの必要がある．

XMAX 倍精度実数型 ＇出力 .x又はXNで現れた最大値 0三XMAX
<LXの必要がある．

IER 整数型 出力．エラーインディケーター
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NB= 0, すなわち(7)式の境界条件では，初期条件としてX CJ), J=O, 1, 2, …， 

LZ及びVCJ), J=O, 1, 2, …， LZを与えればよく， Jの値はそのまま Zの値に

しくなる．しかし， NB~O, すなわち(8)式の境界条件では，初期条件としてXCJ), J=-

1 , 0, 1 , 2 , …, LZ, LZ+l及びV(J), J=O, 1, 2, …, LZを与えればよい

が， Z=J+lとなっているので注意が必要である．つまりX,=X(-1), X戸 XCLZ 

+1), l=/3b (LZ+2)である．

現在センターライプラリーは，スーパーコンピューターで直接使用できるようにはなって

いない．そこで本ライブラリー・サププログラムPDEHTBを使用するためには，そのソー

ス・プログラムをユーザーのソース・プログラムに結合しなければならない．例えばACO

SのTSSにおいて

OLD MA IN; LI BSOURCE/CL I B 7 /PDEHTB, R 

RESE 

SAVE MAIN2 

とすればよい．ここでMAINはユーザーの行番号付，形式2の自由形式 (FREE2)'iで

書かれたソース・プログラム， SAVE後のMAIN2はMAINにPDEHTBを結合し

たユーザーのソース・プログラムである．

4. エラーインディケーター IERの説明

表1. のエラーインディケーター IERの内容は次の通りである．

IER=O 正常終了

1 A::s;;_Oである．処理を中断する．

2 LX<lである．処理を中断する．

3 LZく1である．処理を中断する．

4 O<DTく塁でない．処理を中断する．

5 ITく1である．処理を中断する．

6 入力， X(J), J=O, 1, 2, …, LZの最小値をXMIN, 最大値をX

MAXとしたとき， XMIN<O又はXMAx:=:::.1xである．処理を中断す

る．

7 XN CJ), J=O, 1, 2, …， LZの最小値をXMIN, 最大値をXMA

Xとしたとき， XMINく0又はXMAX::::::_LXである．処理を中断する．

Iには中断時の計算繰返し数が入る．

8 VMAXは1/DTより大きい．解の精度が良くないので処理を中断する．

Iには中断時の計算繰返し数が入る．
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5. 計算方法

中心差分直接解法により(4)式を解<'(4)式は， DTを無次元時間きざみ， m回計算後の時

間TをT=mDTとすると， Z方向のきざみを 1,X (Z, T) =Xz,mとして

2 DT2 2 A 
Xz. m+l =DT+ 2 A { X2+1,m-(2―DTJ Xz.m+Xz-1,m+F (Xz,m, Z)} 
DT-2A 
DT+2A 

Xz. m-1 (lD 

と表せる．境界条件は，両端自由のときX-1,m=X1,m,XLz+1,m=XLz-1,mであり，両端固

定のときX-1,m=Xぃ XLZ+t,m=兄である．解XCZ, T)が発振しないための収束条件

はO<DTく-JAである．

この収束条件は次のようにして求められる.(4)式でF (X, Z) = 0としたものを中心差

分式で書けば

Xk. m+1 
2DT'2DZ'A  

麟 (DT+2A){L+,.m-(2- DT')xぃ +Xに l,m} 

(12) 

となる．ここでDZはZ方向のきざみ幅， KはZ方向のきざみの番号でk=O, 1, 2, 

LZであるなお解の収束性を調べるときにはF(X, Z) = 0としても一般性を失わない．

いま解がZ軸を中心に振幅4で定常振動しているとすれば， Xぃ =LI,Xk-1,m =X炉 l,m=

Xk,m-1 = Xk. m+l =-LI, という関係がなり立つ．これを(12)式に代入すれば， DT2=DZ2

A, という式が得られる．したがって定常振動が減衰する条件はO<DTくDZ-,/囚となる．

更に，きざみ幅が 1であることを考慮すると結局

O<DTく冨 (13) 

が収束条件になる．

なお無次元速度V (Z, T)は

1 
V CZ, T) = (Xz,m+1-Xz,m-1) 

2DT 
(14) 

で与えている．

6. FORTRAN 7 7 /SX・バッチJOBによる使用例（精度検定例）

Granato')によると， (4)式においてF(X, Z) =F。＝一定とし， X(Z=O)=X CZ= 

LZ+2) =X。の両端固定の境界条件を課すと解析解は， XCZ, T = 0) = X。,(8 X 

/ 8 T) T-o = V。の初期条件の下で

大阪大学大型計算機センターニュース -49 - Vol. 21 No.4 1992-3 



X CZ, T) x。十 2
00 

Z) + e→ T L (B塁 cosw'ぃ T
n= 0 

+Bl2, いsinw'ぃ T)sm [ 
. (2n+l)nZ 
L Z+ 2 ] 

Z CL Z + 2 

(15) 

と表せる．ここでB』い＝ー 4F。(LZ+2)2/n3 (2n+ 1)3, B塁い=4V。/(2n+l)

冗w'2n+1+ r B! い/w'2n+l,w'2n+1= (2n+l) w。[1 

1/2A, wo=冗/(LZ+2)A½ である．この解析解と，

r2/(2n+ l)2w5]汽 r= 

サプルーチン PDEHTBの

数値解を比較した， SX-2 N CAP)のバッチ JOBによる使用例（精度検定例）が以下

のリストである．

＊ソース・プログラム

ILN 

1
2
3
4
5
6
7
8
 
C

9

0

1

 

E

1

1

 

＞
 

C
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
 

E
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
 

＞
 

FORTRAN STATEMENT 

C/ISXRUN MAIN2: FREE2 OBSERVE OPT=(3,DIV) INLINE CPTIME=10 
IMPLICIT REAL*8 (A-H,。-z>
PARAMETER (LX=30, LZ =98) 
REAL*4 F(O:LX,0:LZ) 
REAL*8 X(-1 :LZ+1),V(0:LZ),X0(0:LZ),XN(-1 :LZ),XG(0:LZ),XE(0:LZ) 

F0=1. D-2 
DO 10 J=O,LX 
DO 10 K=O,LZ 

1 : VECTORIZED BY DO INDEX Kバ

F(J,K)=FO 

10 CONTINUE 
DO 20 K=O,LZ 

1 : VECTORIZED BY DO INDEX K 

X(K)=5.D0 
V(K)=O.DO 

20 CONTINUE 
A=1. D4 
DT=5.D1 
NB=1 
X (-1) =5. DO 

X(LZ+1>=5.DO 
PI=DACOS(-1.DO) 
PRINT,'PI=',PI 
ZL=LZ+2 
AI=1.D0/A 
WO=PI/ZL*DSQRT(AI) 

G=0.5D0*AI 
BL=-4. DO* FO*ZL**2 /PI **3 
NMAX=100 
IT=100 
DO 100 NT=0,400,IT 

EGT=D EXP (-G* DT*NT> 
DO 200 J=O,LZ 
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VEC 1 : VECTORIZED BY DO INDEX J 

32 XG(J)=5.D0+F0*0.5D0*(J+1)*(LZ-J+1) 
33 200 CONTINUE 
34 DO 101 N=O,NMAX 
35 N21=2*N+1 
36 りD=N21*WO*D SQRT (1 • D0-G**2 / (N21 **2 *W0**2)) 
37 B1=BL/N21**3 
38 82=G*B1/WD 
39 PN=N21 *PIIZL 
40 CWT=DCOS(WD*DT*NT) 
41 SWT=DSIN(WD*DT*NT) 
42 DSUM=O.DO 
43 DO 102 J=O,LZ 

VEC 1 : VECTORIZED BY DO INDEX J 

44 XJ=EGT*(B1*CWT+B2*SWT〉*DSIN(PN*(J+1)) 
45 ABX=DABS(XJ) 
46 IF(ABX.GT.DSUM) DSUM=ABX 
47 XG(J)=XG(J)+XJ 
48 102 CONTINUE 
49 IF(DSUM.LT.1.D-5) GO TO 103 
50 101 CONTINUE 
51 103 PRINT,'N=',N,'DSUM=',DSUM 
52 EMAX=O.DO 
53 IF(NT.NE.0) 
54 & CALL PDEHTB(NB,F,LX,LZ,A,DT,IT,I,X,XO,XN,Vハ/MAX,XMIN,XMAX,IER)
55 IF(IER.NE.0) STOP 
56 DO 104 J=O,LZ 

VEC 1 : VECTORIZED BY DO INDEX J 

57 XE(J〉=X(J)-XG(J)
58 EAB=DABS(XE(J〉)
59 IF(EAB.GT.EMAX) EMAX=EAB 
60 104 CONTINUE 
61 PRINT,'NT=',NT,'EMAX=',EMAX 
62 WRITE(6,30) IER,DT ,VMAX,XMIN,XMAX,X(-1) ,LZ+1,X(LZ+1) ,LZ, 
63 & (X(J),J=O,LZ) 
64 WRITE(6,31) LZ,XE 
65 31 FORMAT(1H ,'XE(J),J=O,',I3/(1H ,10F7.3)) 
66 100 CONTINUE 
67 30 FORMAT(1H ,'IER=',11,'DT=',E13.6/1H ,'VMAX=',E13.6,'XMIN=', 
68 & E13.6,'XMAX=',E13.6/1H ,'X(-1)=',F7.3,'X(',I3,')=',F7.3/1H, 
69 &'X(J),J=0,',I3/(1H ,10F7.3)) 
70 STOP 
71 END 

ILN FORTRAN STATEMENT 

1 C 
2 SUBROUTINE PDEHTB(NB,F,LX,LZ,A,DT,IT,I,X,XO,XN,V,VMAX,XMIN,XMAX, 
3 & IER) 
4 IMPLICIT REAL*8 (A-H,。-2)
5 REAL*4 F(O:LX,0:LZ〉
6 REAL*8 X(-1 :LZ+1),V(0:LZ),XO<O:LZ),XN(-1 :LZ〉
7 If(A.LE.0.D0) GO TO 100 
8 If(LX.LT.1) GO TO 200 
9 IF(LZ.LT.1) GO TO 300 
10 DSA=DSQRT(A) 
11 IF(DT.LE.0.D0.0R.DT.GE.DSA) GO TO 400 
12 If (IT.LT. 1) GO TO 500 
13 XMIN=X<O) 
14 XMAX=X<O) 
15 DO 1 J=1,LZ 
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VEC 1 : VECTORIZED BY DO INDEX J 

16 IF(X(J).LT.XMIN) XMIN=X(J) 
17 IF(X(J).GT.XMAX) XMAX=X(J) 
18 1 CONTINUE 
19 IF(XMIN.LT.0.DO.OR.XMAX.GE.DFLOAT(LX)) GO TO 600 
20 X1=X(-1) 

21 IER=O 
22 I=O 
23 VMAX=DABS (V (0)) 

24 VSCZ=2.D0*DT**2/(DT+2.D0*A) 
25 VSC4T=(2.D0*A-DT>/(2.DO*A+DT) 
26 VSA=VSC4T/VSCZ 

27 VSB=2.DO一(1.D0+VSC4T) /VSCZ 
28 IF(NB.EQ.0) THEN 
29 X(-1)=X(1〉

30 X(LZ+1)=X(LZ-1> 

31 END IF 
32 DO 10 J=O,LZ 

VEC 1 : VECTORIZED BY DO INDEX J 

33 NI=X(J) 
34 XD2=X(J)-Nl 
35 FV=(F(NI+1,J)-F(NI,J))*XD2+F(NI,J〉
36 XO(J)=VSCZ/(1.DO+VSCZ*VSA)*(X(J+1)-VSB*X(J)+X(J-1)+FV) 
37 & -2.DO*DT/(1.DO+VSCZ*VSA)*V(J) 
38 XN(J)=2.D0*DT*V(J)+XO(J) 
39 IF(XN(J).LT.XMIN) XMIN=XN(J) 
40 IF(XN(J).GT.XMAX) XMAX=XN(J) 
41 IF(DABS(V(J)).GT.VMAX) VMAX=DABS(V(J)) 
42 10 CONTINUE 
43 IF(XMIN.LT.0.00.0R.XMAX.GE.DFLOAT(LX)) GO TO 700 
44 IF(VMAX.GT.1.DO/DT) GO TO 800 
45 DO 20 J=O,LZ 

VEC 1 : VECTORIZED BY DO INDEX J 

46 XO(J)=X(J) 
47 X(J)=XN(J) 

48 20 CONTINUE 
49 DO 30 1=1,IT 
50 IF(NB.EQ.0) THEN 
51 X(-1>=X(1) 
52 X(LZ+1)=X(LZ-1) 

53 ELSE 
54 X(-1)=X1 
55 END IF 
56 DO 40 J=O,LZ 

VEC 1 : VECTORIZED BY DO INDEX J 

57 NI=X(J) 
58 XD2=X(J)-NI 
59 FV=(F(NI+1,J)-F(NI,J))*XD2+F(NI,J) 
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60 XN(J)=VSCZ*(X(J+1)-VSB*X(J)+X(J-1)-VSA*XO(J)+FV) 
61 IF(XN(J〉.LT. XMIN) XMIN=XN〈J)
62 IF(XN(J).GT.XMAX) XMAX=XN(J) 
63 V (J) =5. D-1 /DT* (XN (J)-XO (J)) 
64 IF(DABS(V(J〉).GT.VMAX) VMAX=DABS(V(J)) 
65 XO(J)=X(J) 
66 X(J-1〉=XN(J-1)

67 40 CONTINUE 
68 X(LZ)=XN(LZ) 
69 IF(XMIN.LT.0.D0.0R.XMAX.GE.DFLOAT(LX)) GO TO 710 
70 IF(VMAX.GT.1.D0/DT) GO TO 810 
71 30 CONTINUE 
72 60 DO 50 J=O,LZ 

VEC 1 : VECTORIZED BY DO INDEX J 

73 X(J)=XO(J) 

74 50 CONTINUE 
75 IF(NB.NE.0) X(-1)=X1 

76 RETURN 
77 100 IER=1 
78 WRITE(6,101) IER,A 
79 101 FORMAT(1H0,'** IER=',11,1 A=',D23.16,'**') 

80 RETURN 
81 200 IER=2 
82 WRITE(6,201) IER,LX 
83 201 FORMAT(1H0,'** IER=',11,'LX=',111,'**') 
84 RETURN 
85 300 IER=3 
86 WRITE (6,301) IER,LZ 
87 301 FORMAT(1H0,'** IER=',11,1 LZ=',111,'**') 

88 RETURN 
89 400 IER=4 
90 WRITE(6,401) IER,DT,DSA 
91 401 FORMAT(1H0,'** IER=',11,'DT=',D23.16,1 DSQRT(A)=',D23.16,'**') 

92 RETURN 
93 500 IER=5 
94 WRITE (6,501) IER, IT 
95 501 FORMAT(1H0,'** IER=',11,'IT=',111,'**') 
96 RETURN 
97 600 IER=6 
98 WRITE(6,601) IER,XMIN,XMAX,I 
99 601 FORMAT(1H0,'** IER=',11,1 XMIN=',D23.16,'XMAX=',D23.16,'I=', 
100 & 111,'**') 
101 RETURN 
102 700 IER=7 
103 WRITE(6,601) IER,XMIN,XMAX,I 
104 RETURN 
105 710 IER=7 
106 WRITE(6,601) IER,XMIN,XMAX,I 
107 GO TO 60 
108 800 IER=8 
109 WRITE(6,801) IER,VMAX,I 
110 801 FORMAT〈1H0,'** IER=',11,'VMAX=',D23.16,'I=',111,'**') 
111 RETURN 
112 810 IER=8 

113 WRITE(6,801)IER,VMAX,I 
114 GO TO 60 
115 END 

＊計算結果
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PI=3 .141592653589793 
N=54 DSUM=9.961640838374890D-06 
NT=O EMAX=1.100228135966219D-04 
IER=O OT= 0.500000E+02 
VMAX= D.DDDDDDE+DD XMIN= O.OODDDDE+DO XMAX= O.OOOODDE+DD 
X(-1)= 5.000 X(99)= 5.000 
X(J),J=O, 98 
5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 
5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 
5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 
5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 
5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 
5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 
5.000 5.000 5.000 5,000 5.000 5.000 5,000 5.000 5.000 5.000 
5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 
5.000 5.000 5.000 5,000 5.000 5.000 5.000 5,000 5.000 5.000 
5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 5.000 
XE(J),J=O, 98 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0,000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0,000 0.000 0,000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0,000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
N=10 DSUM=9.250044615357103D-06 
NT=100 EMAX=7.633824017041269D-03 
IER=O DT= 0.500000E+02 
VMAX= 0. 386460E-02 XI・1IN=0.500000E+01 XMAX= D.158388E+02 
X(-1)= 5.000 X(99)= 5.000 
X(J),J=O, 98 
5.440 5.869 6.289 6.699 7.099 7.489 7.870 8.240 8.602 8.953 
9.295 9.628 9.951 10.264 10.568 10.863 11.149 11.425 11.693 11.951 
12.200 12.439 12.670 12.892 13.105 13.309 13.504 13.690 13.868 14.037 
14.197 14.349 14.492 14.626 14.752 14.870 14.979 15.079 15.172 15.257 
15.333 15.400 15.459 15.511 15.556 15.592 15.618 15.634 15.643 15.645 
15.643 15.634 15.618 15.592 15.556 15.511 15.459 15.400 15.333 15.257 
15.172 15.079 14.979 14.870 14.752 14.626 14.492 14.349 14.197 14.037 
13.868 13.690 13.504 13.309 13.105 12.892 12.670 12.439 12.200 11.951 
11.693 11.425 11.149 10.863 10.568 10.264 9.951 9.628 9.295 8.953 
8.602 8.240 7.870 7.489 7.099 6.699 6.289 5.869 5.440 
XE(J),J=O, 98 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0,000 0.000 0,000 0.000 0.000 
0.001 0.000 -0.001 0.000 0.001 0.002 0.000 -0.003 -0.006 -0.008 
-0.006 -0.003 0.000 0.002 0.001 0.000 -0.001 0.000 0.001 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 誓゚DOD 0.000 0.000 
N=46 DSUM=9.727784227011569D-06 
NT=200 EMAX=4.065947772182721D-03 
IER=O DT= 0.500000E+02 
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VMAX= 0.386460E-02 XMIN= 0.543958E+01 XMAX= 0.25029.0E+02 
X(-1)= 5.000 X(99)= 5.000 
XCJ),J=O, 98 
5.789 6.567 7.330 8.078 8.808 9.521 10.217 10.897 11.562 12.211 
12.845 13.462 14.062 14.646 15.215 15.768 16.305 16.825 17.330 17.818 
18.291 18.748 19.188 19.612 20.021 20.413 20.789 21.150 21.494 21.823 
22.135 22.431 22.711 22.975 23.224 23.456 23.672 23.872 24.056 24.224 
24.376 24.513 24.633 24.737 24.825 24.897 24.953 24.993 25.017 25.025 
25.017 24.993 24.953 24.897 24.825 24.737 24.633 24.513 24.376 24.224 
24.056 23.872 23.672 23.456 23.224 22.975 22.711 22.431 22.135 21.823 
21.494 21.150 20.789 20.413 20.021 19.612 19.188 18.748 18.291 17.818 
17.330 16.825 16.305 15.768 15.215 14.646 14.062 13.462 12.845 12.211 
11.562 10.897 10.217 9.521 8.808 8.078 7.330 6.567 5.789 
XECJ),J=O, 98 
-0.004 -0.004 -0.002 0.001 0.002 0.002 0.001 -0.001 -0.001 -0.001 
0.000 0.001 0.000 -0.001 -0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 -0.001 -0.001 0.000 0.001 0.000 -0.001 
-0.001 -0.001 0.001 0.002 0.002 0.001 -0.002 -0.004 -0.004 
N=10 DSUM=6.857163419423340D-06 
NT=300 EMAX=9.675683745847152D-03 
IER=O DT= 0.500000E+02 
VMAX= 0.232290E-02 XMIN= 0.553363E+01 XMAX= 0.250327E+02 
X(-1)= 5.000 X(99)= 5.000 
X(J),J=O, 98 
5.536 6.062 6.578 7.084 7.579 8.065 8.540 9.005 9.460 9.904 
10.339 10.762 11.176 11.579 11.972 12.353 12.725 13.086 13.436 13.776 
14.105 14.424 14.731 15.028 15.314 15.589 15.854 16.108 16.350 16.582 
16.802 17.013 17.212 17.399 17.575 17.740 17.894 18.038 18.170 18.291 
18.399 18.496 18.581 18.656 18.720 18.774 18.818 18.850 18.869 18.876 
18.869 18.850 18.818 18.774 18.720 18.656 18.581 18.496 18.399 18.291 
18.170 18.038 17.894 17.740 17.575 17.399 17.212 17.013 16.802 16.582 
16.350 16.108 15.854 15.589 15.314 15.028 14.731 14.424 14.105 13.776 
13.436 13.086 12.725 12.353 11.972 11.579 11.176 10.762 10.339 9.904 
9.460 9.005 8.540 8.065 7.579 7.084 6.578 6.062 5.536 
XE(J),J=O, 98 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 .0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 -0.001 -0.001 0.000 0.001 0.001 
0.000 -0.001 -:0.002 -0.002 -0.001 0.001 0.004 0.007 0.009 0.010 
0.009 0.007 0.004 0.001 -0.001 -0.002 -0.002 -0.001 0.000 0.001 
0.001 0.000 -0.001 -0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
N=39 DSUM=9.625726457509361D-06 
NT=400 EMAX=4.238553487999175D-03 
IER=O DT= 0.500000E+02 
VMAX= 0.232562E-02 XMIN= 0.531812E+01 XMAX= 0.188757E+02 
X(-1)= 5.000 X(99)= 5.000 
X(J〉,J=O, 98 
5.319 5.629 5.930 6.225 6.513 6.796 7.073 7.344 7.610 7.869 
8.122 8.367 8.606 8.838 9.064 9.285 9.499 9.707 9.908 10.102 
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10.290 10.472 10.648 10.818 10.981 11.137 11.287 11.431 11.568 11.700 
11.824 11.942 12.054 12.160 12.259 12.351 12.437 12.518 12.591 12.658 
12.719 12.773 12.821 12.863 12.898 12.927 12.949 12.965 12.975 12.978 
12.975 12.965 12.949 12.927 12.898 12.863 12.821 12.773 12.719 12.658 
12.591 12.518 12.437 12.351 12.259 12.160 12.054 11.942 11.824 11.700 
11.568 11.431 11.287 11.137 10.981 10.818 10.648 10.472 10.290 10.102 
9.908 9.707 9.499 9.285 9.064 8.838 8.606 8.367 8.122 7.869 
7.610 7.344 7.073 6.796 6.513 6.225 5.930 5.629 5.319 
XE(J),J=O, 98 
0.003 0.004 0.003 0.001 0.000 -0.002 -0.002 -0.001 0.000 0.001 
0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.001 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0,000 D.000 
0.000 D.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.001 0.001 0.001 
0.000 -0.001 -0.002 -0.002 0.000 0.001 0.003 0.004 0.003 

簡単にメインプログラム内の変数を説明すると， XGが解析解であり， XEはPDEHT

Bの数値解と解析解との差，つまり誤差， FO=F。,X (-1) =X  (LZ+l) =X。,

p I 冗， WO=wo,G=r, NMAXは和 2のnの最大限界値， NTは計算繰返し数，

N=n, WD=w',,,+1, B 1 =B喜， B2 =B喜， DSUMは解析解の級数和の打切誤差

であり，ここでは10-s以下で解析解の誤差は十分小さくなったとしている．またEMAXは

各NTにおける数値解と解析解との間の最大誤差であるなおメインプログラムと PDEH

TBでは，主な変数名を同じにしてある．

計算結果をみると，この精度検定例では， NT=400でも最大誤差EMAXは10-z以下で

あり，十分精度は高いと考えられる．さらに高精度にするには， Z方向の分割数LZを大き

くし， DTを小さくすればよいが，メモリー容量及びCPU時間も多くなるのを覚悟しなけ

ればならないなお，この例では，ベクトル化率は97.4%,AP-TI MEは0.013秒， AP

メモリーは 2Mバイトであった．
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NUMERICAL SIMULATION OF FRACTURE MECHANICS 
USING THREE-DIMENSIONAL FINITE ELEMENTS 

Claudio Ruggieri 1 

Structural analysis based on a fracture mechanics approach h邸 recentlyemerged 
as a valuable method for engineering design and structural integrity assessment, where a 
crack or flaw is introduced into the structure in order to calculate the local stresses and 
strains leading to failure. Although well-developed theories can describe the mechanical 
behaviour of linear materials in simple geometric and loading configurations, most of the 
engineering structures present a high degree of nonlinearity and complex geometries, which 
can only be solved by finite elements1. 

Recent developments in general purpose large-scale nonlinear finite element 
programs have provided signicant capability for analysing full three-dimensional models. 
The physical phenomena involved, however, can be very difficult to simulate and yet be 
very demanding of computer resources. The use of very fine meshes in the crack region 
are often necessary and large numbers of load increments may be required to solve the 
problem. This can make the computational analysis so large that only supercomputers 
provide practical solutions and f邸 tsimulations to be used in engineering applications. 

Finite Element Analysis in Nonlinear Problems 

The use of finite element methods in mechanical and structural design generally 
follows the process presented in figure 12 . The mechanical idealization involves static and 
kinematic邸 sumptionsfor analysis purposes that lead to differential equations governing 
the structural model. The finite element solution of the model depends largely on the 
numerical procedure employed, mainly on highly vectorized iterative solution strategies 
which have dramatically incre邸 edefficiency in three-dimensional implicit calculations3. 

The three-dimensional modelling that is currently in progress at the Laboratory 
of Mechanics on Materials and Structures uses the implicit code NIKE3D4. A somewhat 
modified version (JNIKE3D)屈 beenimplemented on the NEC supercomputer SX-2N 
at the Computation Center, Osaka University. The numerical procedure employed is fully 
nonlinear and large rotations and strains can be accomodated. A library of constitutive 
algorithms incorporating a wide variety of nonlinear material models is also available, but 
only 8-node solid, 4-node shell and 2-nodes beam elements are used. 

1 Laboratory of Mechanics on Materials and Structures 
Department of Welding and Production Engineering, Osaka University 
Phone : 06-8775111 Ext 4818 
E-mail : a62420a@ccsunOl.center.osaka-u.jp 
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The increment吐iterativenumerical algorithm implemented in NIKE3D follows 

a stress rate formulation. The solution at load increment n + 1, given the solution at 
load increment n, is obtained by imposing the equilibrium of internal nodal forces with 

the external applied load. Generally, the numerical procedure is based on quasi-Newton 

methods and a very large system of linear equations has to be solved at each load increment, 

which involves heavy computational burden in both storage and CPU. 

Mechanical M辿 IGavtrned 
by Differential Equati叩＄
Assumptions on 

•Geometry 
•Kinematics 
•Mat• rial !aw 
•Loading 
•珈ndary condilions 
Elc. 

Figure 1 -The process of finite element analysis. 

Computation of the Crack Model 

The three-dimensional mesh of the crack model w邸 builtwith the aid of a mesh 

generator available at the laboratory's work station . Because of symmetry, only one 

quarter of the model w邸 analysed.The mesh consisted of 876 elements, 1190 nodes and 

3234 degrees of freedom (DOF). The model was a high strenth steel plate of 150 mm length, 

30 mm wide and 15 mm deep with a sharp edge crack of 3 mm length. The minimum 

element size w硲 O.lxO.lx0.25mm. Figure 2a presents the three-dimensional mesh of the 

crack region. 

The static analysis w邸 performedby using an el邸 tic-pl邸 ticmaterial model and 

imposing a total displacement of 7 .5 mm at the loading point. In order to achieve numer-

ical convergence, the displacement increments were varied according to the deformation 

level, so that 1200 increments were required to fully solve the specified deformations. The 

total solution time (CPU) took 140 minutes on the NEC supercomputer SX-2N, which 

most of them were spent to solve systems of linear eq叫 ionsdirectly by Gaussian elim-

ination. Figure 2b presents the deformed shape of the crack region at the maximum applied 
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displacement. 

N7 Figure 2 -Three-dimensional mesh (a) and deformed shape of the crack region at the 
maximum applied displacement (b). 

Summary 

A numerical simulation of a cracked body w邸 performedby using a general pur-
pose large-scale nonlinear finite element code. Because of the stress and strain singularity, 
represented by a sharp crack, the problem presents a high degree of nonlinearity which 
is very demanding of computer resources. However, the use of the supercomputer at the 
Computation Center, Osaka University, made full three-dimensional modelling not only 
possible but also provided quick solutions to be use~in engineering analysis. 
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トンネルとコンピュータ

近畿大学

理工学部土木工学科

久武勝保

私の研究室は地盤工学研究室といいまして、地盤に関する種々の研究を行ってい

ますが、その中でもトンネル工学に関する研究が主体です。 トンネル工事は土木工

事の中でも最も土木的なイメージが強いといわれますが、それは工事そのものの難

しさに起因しているところが大きいと思います。ある京都大学の教授が「トンネル

をうまく建設するのは、アポロで月に行くよりも難しいかも知れないね。」と言わ

れた事がありますが、 トンネル研究に携わっているものとしましては、これは決し

て大げさな表現ではないと思っています。ここでは、 トンネル工事が容易でない原

因と、それに対してコンビューターがいかに利用されつつあるかについてお話しし

たいと思います。

通常われわれが構造物を造るときには、あらかじめ設計を行いますが、その場合、

構造物を構成する材料の力学特性と、その構造物に作用する外力を与えなければな

りません。例えば橋の設計では、橋を構成する鋼材の力学特性と、橋そのものの重

量や橋に載荷されるトラックなどの重量から成る外力がこれに当たります。ところ

が、 トンネル工事においては、上記の「力学特性」と「外力」があまり分かってい

ないということです。

すなわち、 トンネルが建設される地盤は、鋼材のように人間が造ったものではな

いので、その力学特性はあまりよく分かっていません。 もちろん、事前にボーリン

グ等によりまして地質調査を行いますが、 しかし山岳トンネルでは地中深い位岡に

トンネルが掘削されますし、またトンネルの延長距離が長い場合や地質がめまぐる

しく変化する場合には調査に限界があり、地盤特性やその力学特性の詳細を事前調

査でとらえるのは容易な事ではありません。 したがって、調査結果と実際の地盤特

性とが大きく異なっていたために、設計や施工手段を全面的に変えざるを得なかっ

たという工事例は決してめずらしい事ではありません。

一方、橋に於ける外力に対応するのが地盤の初期応力です。世界各国で測定され

た初期応力の内、鉛直応力は測定された位戦より上の地盤重鼠（土被り圧力）にほ

ぼ対応していますので、ある程度の推定が可能ですが、 しかし水平方向の初期応力

は、通常のトンネルが掘削される 1k mより浅いところでは、土被り圧力より大き

い結果が多く報告されていまして、またその値は非常にばらついています。 したが

って、その値を事前に推定するのは容易なことではなく、実際の施工では、ある値

を”仮定”して設計をするわけです。

以上のように、 トンネル技術者はこの様な不確定な情報の下でトンネルを建設し

なければならないわけです。そこで、この様な過酷な条件の下で、合理的にトンネ

ルを建設するために、近年、 コンビュータが次のような方法を通して利用されつつ

あります。

トンネルの施工に際しては、事前に求めた地盤に関するバラメターは十分ではな

いかもしれないので、建設現場ではトンネル及びその周辺地盤の挙動を計測します。

そしてこの結果をコンピューターを使って解折し、地盤の力学特性と初期応力を新

たに推定します。 ここで行われる解析を我々は逆解析と称しますが、その逆解析結

果に基づいて設計、施工方法をチェックし、また必要ならばこれを変更しながらト

ンネルを建設するわけです。その手順をもう少し詳しく説明しますと以下の通りで

す。

トンネル建設は切羽("きりは” ；トンネルの最先端部）を掘削し、その掘削終

了後に新しく現れたトンネル面に吹き付けコンクリートなどの覆工を施工し、その
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後また切羽を掘削する、という施工手順が繰り返されます。この場合、切羽はその

掘削以前において地山荷重の一部を支えていますが、 しかし掘削によって切羽荷重

が除かれますので、その結果、すでに建設の終了している切羽手前のトンネル覆工

には地山荷重が作用する事になり、 したがってこれに変位が生じます。そこで、そ

の変位を計測し、その結果をコンピューターで逆解析する事より、切羽周辺地盤の

力学特性や初期応力が推定されます。また、 この推定した値を用いて、 さらにこれ

からトンネルが進んでいく位置での設計を見直すと共に、すでに施工の終了してい

る覆工の応力、ひずみを算出して、その安全性を検討するわけです。

この逆解析に於いては、以下の二点が満足されなければなりません。その一点は

2次元や 3次元の有限要素法や境界要素法といった数値逆解析プログラム、あるい

は地山パラメターの同定の為のシンプレックス法やローゼンプロック法といった最

適化プログラム等が備わっていなければなりません。二点目は、現場計測値を逆解

析し、その結果を現場に直ちに戻す必要があります。なぜなら、 トンネル切羽は毎

日進行しているので、 トンネル建設が終了した後に逆解析結果を現場に戻しても遅

すぎるわけでして、解析の緊急性が要求されるわけです。 したがって、 3次元解析

によって結果が出てもそれに要する時間がかかりすぎるとこの結果は役に立たなく

なりますし、他方 2次元解析によって直ちに解が出ても、解析結果が十分な精度を

有していなければだめだということです。このことから、施工と調和した解析手法

が必要になります。

山の多い日本では、従来多くのトンネルが建設されましたが、上記の解析手段や

それを自在に使いこなすコンビュータがなかったため、 「感」を頼りにした建設が

行われ、それゆえ多くの犠牲者がでました。現在は、上記のような手法によってよ

り合理的にトンネルが建設されつつあります。本研究室では、 P C 9 8 0 1にモデ

ムを接続し、電話回線を通して大阪大学の大型コンピュターを利用しており、安全

で経済的なトンネル建設の為の手法の開発を行っているところです。

大阪大学大型計算機センターニュース 62 - Vol. 21 No. 4 1992-3 



雑感

項殿祥

大阪大学大学院

工学研究科造船学専攻

岩波新書が読みにくい、とりわけ、易のはなしという本が読みにくい、半年も前に趣味

半分で買ったこの易経の解説書が、前書きすら読めずに、本棚に放り込んでいた。ところ

が、先日、日本橋の古本屋で、大正年代で中国で出版した易経を買ってきてひととおり眺

めてから、易のはなしもだいぶ読めるようになった。一陰一陽、之所謂道、 （一陰一陽、

之れいわゆる道である）というリズムのいい文章がたとえ意味が完全に分からなくても、

何度も口ずさみたくなる。日本語の読みにほとんど不自由を感じなくなった今も、中国語

の古典はやはり性に合うだろうか。

しかし、この一陰一陽をコンピューターの"-0-1"と結びつけ、これがコンピュー

タの＂道＂といったら、強引といえば強引である。この易のはなしには、易と二進法に関

する一節がある。二進法を作ったライプニッツは彼が考えた2進法の構想が易の六十四卦

図の配列と同じであることが分かって大いに感動したという。今、易を論ずる人は必ず二

進法を言及し、古い中国の陰陽論と現代のコンピューターとの関連がよく説かれるとのこ

とである。これが偶然なのかあるいは本当に深い意味があるかは哲学者の議論になるから

分からない。結論的には、ライプニッツのそれ（二進法）と易論とのアナロジーは成立し

ないのであると易のはなしの著者がまとめているが。しかし、著者は..O"、すなわち、

無であると決めつけた上での議論には素人ながら疑問を抱かざるを得ないものである。

それはともかく、このような易経の生まれた中国だが、コンピューター事情といったら

、とても日本の比ではない。日本のコンピューターの普及はもちろん、本屋に並べている

多種多様のハード、ソフトの解説書だけでも、中国に帰るたびに本屋をまわる私にとって

は、羨ましい限りである。 80年代の前半、中国でAppleパソナルコンピューターの普及

が全国的に大いに宣伝されていたのを覚えてはいるが、大学生だった私は見たことがない

。もちろん、カタカナという便利な表記法のない中国だから、りんごを意味する中国語＂

芋果＂というふうに訳している。国産のバソコンは＂長城＂が一番有名で、これは長城計

算機公司という会社の作ったものである。＂銀河＂というプランドの大型コンピューター

が有名であるが、新しい機種が出るたびに新聞が大々的に取り上げ、会社というより国挙

げて作ったものである。どこで、誰によって作られているかはほとんどの人は分からない

。今、北京で使われているそうである。バソコン市場の半分が国産で占しているようであ

るが、しかし、国内にこれといった強力なメーカーがない限り、市場の開拓には限界があ
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る。コンピューターといえども、経済社会の中で発展するものだから、徐々に離陸するし

かないだろう。この夏、 2年ぶりに帰省したら、任天堂のファミコンがいたるところで売

っているのにびっくりした。 2年前に皆無だったというのにである。やはり、その魅力に

とらわれたら逃げられないだろう。経済的な余裕ができたら、コンピューターの利用も大

きく発展するに違いない。

この間、ある国から研究員として日本滞在の女の方と雑談したら、しきりに研究室では

いつも困った質問をされているともらしていた。というのは、あなたの国の大学では、コ

ンピューターがありますか、こういう設備がありますかという類のものにどうやら腹たっ

ているようである。有るとも！何をいっているのよといいたげな彼女には、私はなだめる

しかなかった。彼女の国もおそらく中国とそう変わらないだろう。中国では特に大学で、

手に入れるような先端設備はだいたいそろっている。ただ、充実しているかどうかの問題

である。大学には、計算機センターがあり、だいたいの計算ができるが、計算費用が高く

、大きなジョプを走らせるのに戦々恐々にならざるを得ないのが現状のようである。少な

くとも私の勉強している構造力学の分野では、中国からの論文は理論式の誘導が多いが、

示している計算結果が物足りないのに外国の方が気づいているだろう、理論の誘導は紙と

鉛筆さえ有れば済むんだからであろう。

ところで、私自身のことになるが、大学時代にFORTRANの授業で、簡単なプログラムを

作って、それを大学にある計算機センター（確かIBM130だった？）に渡して、穿孔したテ

ープを見たのがほとんど最初である。これがプログラムやといわれて、なるほどという感

じだった。卒業研究でSAPVという汎用構造解析プログラムを使って、海洋構造物の地窟

応答解析をやったのが忘れがたいことである。余談だが、このSAPのプログラムはアメリ

カのCALIFORNIA大学にいる中国系の教授の贈り物だそうで、当時の中国では大はやりだっ

た。日本に来てから、衝突を受けた時の海洋構造物の損傷解析というテーマで研究をし、

もっばら計算機にお世話になったのは夢にも思わなかった。最初は先輩から何から何まで

教えて頂いたが、今は恐れながらもたまに後輩にアドバイスをしている。何にしろ、計算

機を利用する立場だから、自分で使う機能以外はほとんど分からない、しかし、計算機と

いうのはなかなか分からないもので、一遍に分かるわけがないと自分も自分を説得して、

自分の不勉強に言い訳をしたりしているが。こういう私でも、 2年間計算機センターのプ

ログラム相談員をやらせて頂いただいたからには、さすがにえらい。計算機センターの

大室さんからセンターニュースに何でもいいから経験みたいな文章を書きなさいといわれ

て、だいぶ困っていた。あえて言えば、分からなくても何回もマニュアルを読むことであ

る。これは私の経験というよりも私が先輩に言われたことである。分からないのはマニュ

アルを読んでいないからよと先輩に言われたことがある。マニュアルには、実に役立つこ

とを書いてあるんだから（当たり前か？！）。

私も計算機センターを利用するのが長い、前期過程から後期課程まで、ほとんど毎日コ
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ンピューターの端末前に座って計算をし、初めはACOSで、次にsx、そして、今、研
究室では、計算機センターもほとんど利用しなくなり、ワークステーションTITANが

主流を占めるようになった。研究室の学生がいまもセンターのプログラム相談員をやって

いるが、私のいる研究室はもはやこういう相談が必要なくなりつつあることを実感し、時

代の流れは速いものだと考えさせられている。このような流れについていくのがやっとで

、いったい、将来どうなるかと聞きたくなるものである。一陰一陽、之所謂道、かつて、

にぎやかだった計算機センターも今や端末室には人影少なくなっている。しかし、大型機

からワークステーションヘ、そして、再び、大型機へというのが＂道＂の論理にはかなっ

ているだろうから、計算機センターも違った意味でのにぎやかさがやって来るだろう。

最後に、こんな雑談になって申し訳ありませんが、貴重な紙面を割いて頂いてありがと

うございます。
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プロ相だより
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梅本勝弥（大阪大学工学部）

火曜日 13時-15時

私、昨年5月より相談を担当している梅本でございます。

とはいうものの、この文章がセンターニュースに掲載される頃にはプログラム相談員の担

当を終了しているのではないかと恐れている次第です。それまでやっておられた先輩の修了

にともない、我々の研究室から長年引き継いでいたプログラム相談員の火を消すなというこ

とで浅学ながら、私がピンチヒッターとして引き継いだわけでありますが、その私も今年4

月で無事、卒業？ とあいなるからです。そんなわけで、 8か月間、プログラム相談員をさ

せて頂いた感想でも述べたいと思います。

相談員となって最も感動したことは、相談員室の快適さです。冷暖房完備はもちろんのと、

大型計算機用の端末、パソコン、 EWSと一応のものはそろっています。机は広く、ソファー

まであり、計算機に関する書籍もたくさんあるといった具合です。また、相談員室にいつも

熱いお湯と一緒に準備されてあるお茶がおいしい。相談のない時など小説を片手に何杯も飲

んでしまうというありさまです。いつも、きちんと用意して下さる方、この場をお借りして

お礼を申し上げます。かんじんの相談のこととなりますと、 7勝8敗で負け越しといったと

ころです。少し守備範囲からはずれたこととなりますと（ピンチヒッターが守備につくと、

当然、守備範囲は狭い； TS S, FORTRAN)すぐにセンターの方へ電話交換手になり

恥ずかしい限りですが、質問には八方手を尽くしてできるだけ誠意をもってお答しようと思っ

ております。

我々の研究室は、計算力学を専門とし、長年、計算機センターの大ロユーザーであったの

ですが、ここ数年で、ほとんどの計算を自前のワークステーションでこなすようになりまし

た。そんなわけで、とうとう今年は、我々の研究室から相談員を出せないのではと心配して

おります。あの快適な相談員室がいつまでも快適であり続けることをお祈りして、このへん

きたいと思います。
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柳瀬 （大阪府立大学総合科学部）

金曜日 10時-12時

研究分野は、物性物理学の中で結晶固体の電子状態の研究を行っていますが、スーパーコ

ンピューターの尻をたたいて走らせるのが日常の研究ということになります。われわれのプ

ログラムの開発には、かなり高速化の手法を取り入れてあると思います。プログラムを速く

したいというご相談には少しはお役にたつかもしれません。

フォートランでプログラムを作りだしてから25年ほどになります。この間通常の数値計算

の他に、フォートランで数式処理を行ったり、多倍長の整数計算と整数の素因数分解を使っ

て桁落ちフリーで計算を行う等の、少しこみいったアルゴリズムを駆使するプログラムも作

りました。そのほか3次元図形の透視図の作図プログラムセット、空間群（結晶固体の研究

に応用される数字でいう群の一種）関連のプログラムセットはかなりの数の関係する研究

者に提供して御好評？ をえていると思っています。なにかこみいった問題を計算機で処理

したい方は一度ご相談においで下さい。

最近はACOS・SXの両システム共安定した動作をしているためか、一時期あったシス

テムに対する苦情のような相談はなくなりました。大変結構なことだと考えています。ほと

んどの利用者が各研究室からTSSで計算機にアクセスされるためか、以前のように相談室

に待行列ができるような盛況はなくなっています。長時間相談室に座り込まれてのご相談に

も十分お相手できると思います。

私の経験から勝手に考えているのですが、現在の計算機はその能力の平均して 1/10かもっ

と低い機能しかはたしていないようです。利用者が使用できる予算と時間の範囲で処理でき

れば満足して、それ以上の改善の努力を怠っているのが現状のようです。われわれのプログ

ラムで、当初とにかく目的にあった結果を出すプログラムの段階から、 100倍を越す処理速

度の改善がなされたようです。単にベクトル化率だけではなく、演算数そのものを減少させ

ることで達成されたのです。昔にくらべれば計算機の処理能力の改善はめざましいものがあ

りますが、まだまだ足りないというのが計算機利用者の実感だと思います。初心者の方の相

談の結果、現在の10倍もうまくいけば100倍もの計算を同じ予算でこなすことに、もし役立

つことができればと少しは本気で考えています。
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浦畑 生（大手前女子短期大学）

日 10時-12時

私と大阪大学大型計算機センターとのつき合いは早いもので13年になります。在学中は非

定常管内流の研究をしていましたが、利用形態としては、数値解析、 LA処理、図形処理が

おもなもので、 FORTRANを使用していました。当時は実験室での徹夜の実験と

計算機センターでのデータ処理に明け器れる毎日でした。夏でもスキーウェアを着込んで、

LA処理ルームで冷房の寒さと戦い、並行してデータ処理とMTへのデータのセープを行い

（同時に 5台くらいの端末を使いひんしゅくをかっていました）、 LA処理のサービス終了と

ともに研究室にもどり、 TSSでその日のうちにデータの処理を済ませ、不要ファイルを削

除するという生活パターンでした。不要ファイル削除は必須の作業であり、その日の内にや

らないとファイル使用料が一日で5千円つきました。データ量は膨大でした（あまり利口な

利用方法ではないのですが）。このような姑息な手法は経験から編み出されたもので、その

ほかにXYプロッターの一回のランで何枚も作図する方法とか……。理論計算にしろ、デー

タ処理にしろ、かなりの時間と金額をかけたほうです。

その後、パーソナル・コンピュータや、 AD変換ボードなどの周辺機器の性能向上に伴い、

データ処理は文字どおりラボラトリー・オートメーション化し、オンラインでリアルタイム

に研究室で行えるようになりました。計算機センターの利用はもっぱら理論計算になりまし

た。このころsxが設置されましたが、カード読みとり機でジョプを流す時代から計算機セ

ンターとかかわり合ってきた者としては、コンピュータの急速な進歩とネットワーク化、パー

ソナル化の流れを身を持って感じる次第です。

現在、私は女子短期大学に身をおき、以前のような大規模計算からは縁遠くなっています。

現在のおもな研究分野である色彩学、染色学に関しては、たいがいの計算はパーソナル・コ

ンピュータで事足ります。言語もFORTRANよりも、 PASCALゃc言語を用いるこ
とが多くなりました。 sxに関しては、最近まったく使ったことがありません。 3年前、頼

まれるままにSPSSXのプログラミングを請け負ったことから、今ではSPSSXの使用

頻度が最も高く、自分でも想像もしなかった形でコンピュータの啓蒙家？ になってしまいま

した。科学技術計算一筋にやってきた者としては複雑な心境ですが、なんでもACOSのバッ

チジョブのかなりの部分はSPSSXであるそうです。計算機センターでも夏休みなどには

女子大学の先生方や学生さんがお見えになり、 SPSSXに関する質問も増えます。殺伐と

した計算機センターも華やぎ、私も SPSSXから足抜けできそうにありません。
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白井正文（大阪大学基礎工学部）

（豊中地区）月曜日10時-12時

本年度から月曜日の午前中に豊中地区でプログラム相談員を担当しています。 私は基礎

工学部物性物理工学科で助手をしています。専攻は物性理論ということになっていまして、

物質（主に固体）の電子状態の計算ならびにその電子状態に基づく諸物性（磁性・構造相転

移•超伝導等々）の評価を生業としている者です。この件に関してさらに詳細について知り

たい方は、下記の参考文献を御覧下さい l)。

ところで、現在、我々の研究室からは、私以外に 3人の博士課程の学生が、プログラム相

談員を担当しています。我々がプログラム相談員になろうと考えた最大の理由は、理学部の

某研究室が、大勢でプログラム相談員を担当していることに触発されたためです。 しかし、

それだけでなく、少しでも計算機センターとの接触の機会を増やすことができればと考えた

のも事実です。

どうも我々ユーザにとって計算機センターというのは縁遠い存在に感じられてなりません。

勿論、毎日の時間の大半を、大型計算機と接続した端末の前で過ごしているわけですから、

ちっとも縁遠くなんかないじゃないかと云われれば、そのとおりなのですが。我々ユーザ側

から、センターの運営その他に関する情報を得る手段としては、センター速報とこのセンター

ニュースぐらいなものです。けれども、その内容は決して我々ユーザの希望どおりのものと

は云いかねます。

さて、それではどうすれば、計算機センター側とユーザ側の意思の琉通が図れるのでしょ

うか。我々プログラム相談員は、センターとユーザの仲介役として何か役に立てるのでしょ

うか。例えば、私が多くのユーザの声を代弁して、次のような質問を投げかけた場合、セン

ターはどのような回答を示してくれるでしょう。

(1) 計算機使用料の料金体系は、現行どおりで妥当なのでしょうか。

(2) 毎年、 1月・ 2月はジョブの処理時間が極度に長くなるのですが、それはユーザ側の責

任なのでしょうか。

(3) ある日突然、既存のTSSのコマンドが消失してしまうのは、どうしたのでしょうか。

(4) 午後5時30分以後に、専用回線が不通となった場合、どうすればいいのでしょう。等々、

自己紹介を書くように頼まれたはずなのに、話題が大幅に脱線してしまいました。申し

分けありません。最後になりましたが、ユーザの皆様、せいぜいプログラム相談員を活

用しましょう。

参考文献

1)望月和子：大阪大学大型計算機センターニュース 第81号 (1991)p. 73-77 
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今田 真（大阪大学基礎工学部）

（豊中地区）火曜日10時-12時

豊中データステーションでプログラム相談員をしている今田です。基礎工学部は物性物理

工学科で高エネルギー分光をやっています。

私の場合、計算機は主にスペクトルの理論計算に使っています。使用言語はFORTRA

Nで、デバッグや小さい計算にはACOSをおおきなマトリクスの対角化を含むときはsx

の基本形を使っています。犀本形を使うのは、使えば計算結果をグラフ化するための加工を

するプログラムを、 1つの JOBで何度も走らせるなど、融通の利く使い方ができるからで

す。また、同じような計算を系（例えば元素）をいろいろ変えて行う都合上、一部だけが違

うプログラムを作ることが多く、そのためにCRUNをよく使います。

上で書いた計算機利用は、どれもたいてい研究室の人にやり方を聞いたり、サンプルファ

イルを貰ったりしてやり始めたことばかりです。ですから、近くに聞ける人がいなかったり、

いても聞きにくい（？）という方は、プログラム相談員に気軽に、文字通り「利用」してみ

られてはいかがでしょうか。特に朝の早い（！）時間帯は、プログラム相談室はとてもすい

ていて、待ち時間は 0であること請け合いです。
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高橋 （大阪大学理学部城グループ）

（豊中地区）火曜日 13時-15時

豊中地区で火曜日の午後1時から 3時までを担当している高橋学です。現在、大阪大学理

学部城グループ（旧金森研）のD2の学生です。大型計算機を使い始めてまだ二年強で、経
験もそんなにあるわけではありませんがプログラム相談員をやらせていただいています。研

究分野はSolidState Physicsの中の磁性、電子状態に関することで、主に電子相関の強い

遷移金属化合物 (NiO、CuO等々）の電子状態の研究をしています。研究で使用するのは

主にsxで、電子状態の計算をするのに大規模疎行列 (40万X40万程度）を対角化するために
使っています。もちろん全部の固有値、固有ベクターをもとめるわけではなくて、基底状態

とその近くの状態をもとめるだけです。 ACOSではテスト計算やデータの加工に使ってい

ます。

私の大型計算機の利用環境は、端末としてパソコンPC-98RAを主に使っていてvz工
ディターをメモリーに常駐させ、さらにKtermを立ち上げてDOSに抜けてvzでプログ
ラムを修正して、 KtermにもどってACOSにアップロードして走らせるといったややこ

しいことをしています。 ACOSのエディターのほうがやり易いことはACOSで処理して

ますが大抵のことは Vzでやっています。データを料理して絵にしたりプログラムをTeXファ

イルにしてプリンターに打ちだしたりといったこともVzを常駐させたままで行っています。

ときどき、常駐解除の順番をまちがえて端末を暴走させてしまうこともありますが……。

私が相談にお答えできる分野は、今のところFORTRANのプログラミングとTSS、

ACOS、sxの極基本的な使いかたに関する程度です。その他Vzエディターや松などパ
ソコンソフトに関することや壊れたMS-DOSフォーマットのフロッピーディスク（機械

的に壊れたものは除く）の修復なども受け付けることができます。あまりレベルの高いこ

とはお答え出来ないこともあります。また使用している端末ソフトは KtermでAsterやE

TGなどは使ったことがありませんので、データを端末に落としてくるとか、 ACOSに上

げるような端末ソフトに依存するような操作に関してはKtermでないと答えられないかも

しれません。（もちろん努力はしますが……）

豊中地区は相談者が少ないようで、私がプログラム相談員を始めて 2年目になりますが相

談を受けた回数は全部で両の手で数えられる程度です。そのうち私の実力を逝かに越えた相

談を持ちかけられたのは2回ありました。その時は、センターのバックアップの方の内線を

教えて逃げの一手を打ちました。一年目のときに、一度だけ宗教関係の方が来られたことが

ありました。この時はちょっとあせりまちあが、「プログラム相談票に相談内容を書いてく

ささい。」とお願いしたところ、すごすごとひきあげて下さいました（合掌）。このような変

な相談もありましたが、やはり豊中地区はかなり暇でおかげで自分の仕事に精を出している

といった状況です。豊中地区で暇な思いをしているプログラム相談員は私だけではないと思

いますのでどんどん相談をもってこられることをお顧いします。
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小田川 直人（大阪大学理学部）

（豊中地区）水曜日 13時-15時

今年でプログラム相談員2年目になります小田川です。現在は豊中データステーションで

相談員を担当していますが、昨年は吹田の計算機センターでもやっていました。この文章を

読まれている方で、昨年、僕にお会いになられた方もおられると思いますが、質問に来られ

て、おろおろしていた相談員がなにを隠そうこの私です。

現在は、理学部の大学院に在籍しており専攻は原子核理論です。毎日、机に向かって紙と

鉛筆のお世話になり、 PC98のキーボードを友として計算に明け暮れています。その関係で

計算機とのお付き合いは数値計算やその周辺ユーティリティーを使ったりするのが主なもの

で、センターの利用法も専用回線でASTERを使って、 ACOS上でFORTRANを動

かすだけでした。その他のアプリケーションはLATEX、CなどをPC98上で半分趣味で

扱ったことがありますが、質問に答えられるというものでは……。という訳ですので、吹田

で相談員をしていたときは、 FOTRANゃTSS関係について聞きに来られた方にはある

程度はお力になれたのですが、 SPSSや図形処理の相談にこられた方から先生と呼ばれよ

うものなら、穴があったら入りたい気持ちになったり、中にはACOSのハードウェアにつ

いて聞きに来られて、手も足も出ないというような恥ずかしい思いをしたことが多々ありま

した。

このACOSしか使えなかった相談員も、ごく最近では、計算機センターのCCSUNで

UNIXのことも勉強し始めています。阪大の原子核関係の施設でUNIX環境が急速に整

備され始めるに伴い、必要に迫られて始めたものですが、最近ではのめり込みだして漢字が

どうの、メールがどうのとCCSUNの中をうろうろしています。しばらくしたら、 UNI

Xやワークステーション関係のことも聞きに来ていただけると思います（多分）。それでは

次回はデータステーションの相談室でお会いしましょう。
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田川幸雄（大阪大学基礎工学部）

（豊中地区）水曜日 15時-17時

今年度から豊中地区のプログラム相談員をやっている田川です。担当は毎週水曜日の午

後3時から 5時までです。現在、基礎工物性物理工学科の学生 CD2)で、従って専門分野

は物性物理です。

主に、一次元性物質の電子状態やその物性にっちえの理論計算を行っており、毎日ACC

OSやsx上でFORTRANのプログラムを動かしています。相談分野はTSS、FOT

RANで、図形処理、 sx簡易形、基本形についても初歩的な質問であれば答えられるので

はないかと思います。ただし、プログラム相談というものをやるのは初めてなので、質問に

来られた方の要望に即座に答えることが出来ず一緒になって考え込む事のほうが多いのが現

状です。従って、質問にすぐ答えられた時には、『今日は、役に立った。』という充実感もあ

り結構嬉しく思っているものですから、初心者の方も気軽にプログラム相談室を覗いて見て

下さい。
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西尾好正（大阪大学基礎工学部）

（豊中地区）金曜日10時-12時

豊中D.Sで金曜午前の担当をしている西尾です。

自己紹介を…とのこと。私の本業は物性物理で、超伝導転移温度や、電気伝導度、熱伝導

度等の見積りを行って（及び行う予定）おります。ある Programのdebugが「1年間」に

もわたる長期になって、ウチノメサレテいましが、最近終了（強制終了orRun Time Exha-

usted) して、ホッとしているところです。

はProgramの相談員のなり手がいないそうなのでムリをして（？）なっていますが、

実は初心者と変わりません。 ACOS上で、 Fortranのprogramを動かして計算したり、

絵を描いたり、 sxの簡易型＆基本型の原始的利用といった範囲でしょうか。最近は便利な

Commandもでき、「簡易型」は知らなくても良くなりそうな雰囲気ですので、私は数少な

い「相談分野」も 1つ減少したような気がしますが……。

マニュアルの意味不明単語にウチノメサレテいたり、オニガワラのような顔をした先輩に

ば怖くて尋ねられないとお悩みの「初心者の方」は一度お越し下さい。
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根慎也（大阪大学基礎工学部）

（豊中地区） 金曜日 13時-15時

蒻0614@ccews08.center.osaka-u.ac.jp 

皆さん、はじめまして。基礎工学部の高根と申します。一昨年の後期から、豊中でプログ

ラム相談員をやっています。現在は金曜日の午後 1時から 3時の担当です。

それでは、簡単に自己紹介をいたします。年令は26オ（二月で27オになります。）の独身

です。趣味は、まず、音楽。学部時代はバンドでベースを弾いてましたが、最近ば演奏の方

はまったくやっていません。ジャンルは、ヨーロッパのロック、特にプログレやジャズロッ

クが好きです。それから、へたですがスキーをちょっとやります。まだ、通算5回程しか行っ

たことがありませんが、結構やみつきになってしまいました。最後、去年の 2月に購入した

Macで遊ぶこと。機種はSE/30でメモリー 5MB、ハードディスク100MBの構成です。

去年一年で、かなりの額をこいつに投資してしまい、現在はいわゆる "Mac貧乏”です。

次に、研究分野について書きます。非経験的分子軌道法を用いて、気相分子種の反応機構

や反応速度の予測を行っています。現在は硫黄原子を含むラジカル種の反応を調べています。

大規模な計算は主に分子研の大型計算機のお世話になっていますが、当計算機センターのA

cosでもHONDOとうプログラムを移植して使っています。なお、プログラムに興味の
ある方は私の方にご連絡ください。

相談分野ですが、実はそれほどここの計算機にはくわしくありません。また一応かじった

はFORTRAN77とCですが、トリッキーなプログラミングについての知識はほとん

どありません。 UNIXも少し使っていますが、 TeXはまったく知りません。 しかし、 I 

BM上で開発されたプログラムをさんざん苦労してACOSに移植したことや、 HITAC、

FACOM、IBMそしてCRAYをいじった経験はほんの少しですがありますので、 IB 
MやHITAC、FACOMなどのプログラムの移植については多少なりとも力になれるか

も知れません。あとはMacの話なら大歓迎。何時間でもおつき合いいたします。

以上だらだらと書いてしまいましたが、これにて終わらせていただきます。

センターニュースの第83号及び本号に21名のプログラム相談員の自己紹介記事を掲載いた

しましたが、この他に次の 3名も、プログラム相談員（豊中地区）として活躍中です。

本センターの連営に協力いただいたプログラム相談員の皆様に厚くお礼申し上げます。

所 属 氏 名 研究分野

大阪大学基礎工学部 加藤竜次 固体物理

II 手嶋達也 物性物理

II 濱名 流体の数値解析
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「速報」掲載一覧

No.199 (1991. 10. 25) 

1. サービス時間の変更について

2. 利用者講習会（データベース）の開催について

3. 利用者講習会の開催について

4. BIOS ISデータベースのデータの追加登録について

No.200 (1991. 11. 20) 

1 . バッチジョプ投入コマンドについて

2. 化学ソフトフォーラムの開設について

3. BIOS ISデータベースのデータの追加登録について

4. 平成3年度下半期のプログラム相談室の担当表について

No.201 (1991. 12. 10) 

1 . 年末年始の業務及びサービス時間について

2. 「オンライン・データベース利用ガイド（第11版）」の発行について

3. 「BIOSISデータベース利用の手引（第2版）」の発行について

4. ワークステーション機種更新のお知らせ
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センター刊行物一覧

1. ジョプ制御言語の手引 1987. 11月発行 135頁（ファイル化）

この手引は、 ACOS2000及ひsx簡易形において使J!lする、ジョプ制御言語やそれに関連

する事柄を説明したものです。

2. TSS利用の栞 1987. 8月発行

この栞（しおり）は、基礎編No.I、コマンド一覧No.2 、プロクラムの作成• 修lt.No. 3、プロ

グラムの実行No.4螂バッチ・ショプの入出力No.5、ファイルの操作No.6、センター開発コマン

ド一覧No.7から成り、 TSSの利用経験か全くない初心者向きに書かれており、 非常にわかり

やすい栞です。

3. 端局設置に関する説明書 1989. 5月発行 49頁（ファイル化）

この説明書は、これから端局を設置される利用者の方を対象に、端局設置に伴う申請書の流

れをわかりやすく説明したものです。

4. 図形処理の手引 1987. 1月発行 231頁

本センターに設置されているグラフィック・ディスプレイやXYプロッタ等の図形処理用サ

プルーチン (FORTRAN77-V)の利用方法と装置の操作法、 sxでのライプラリの利用方法

などについて説明した手引書です。

5. スプール処理システム利用の手引 1988. 8月発行 53頁（ファイル化）

この手引は、磁気テープやフロッビーディスクの外部記憶媒体と磁気ディスク上のファイル

との相互変換について説明してあります。

スプール処理では、できるだけ容易に利用できるように、各装置に専用の制御卓を付設し、

この制御卓を操作しなから利用者が会話的に処理を進めるようになっています。

6. 大学間ネットワーク利用の手引 1989. 5月発行 76頁（ファイル化）

この手引は、全国に散在する大型計算機センター等の計算機相互間を日本電信電話株式会社

のDDXパケット交換網または、特定通信回線を介して接続した大学間ネットワークのTSS

サーピスやRJEサーピスの利用について説明してあります。
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7. オンライン・データペース利用ガイド 1991. 11月発行。 235頁（第11版）

全国共同利fll大型計算機センター共1,nのfiJ/i物で、 7センターのテータペースの利/Jlh法を

例題も多く説明したカイドプックです。

8. プログラム・ライプラリの概要と使用法 1987. 4月発行 85頁（ファイル化）

この手引は、現在センターで使用可能なライプラリ及びアプリケーション・パッケージの使

用法について説明したものです。

9. ファイルバックアップ支援プログラム利用手引書 19 86. 7月発行 22頁（ファイル化）

利用者がsx上に作成したファイルを、 ACOS-6上の順編成ファイルヘ退避し、また必要
に応じてそのファイルをsx上に復元することか、容易に行えるようにすることを目的とした
ファイルパックアップ支援プログラムの利用方法を説明した手引です。

10. sx会話処理利用者支援プログラムSXFMTN利用手引書

1986. 9月発行 29頁（ファイル化）

sx上の磁気ティスク内に存在するパーマネントファイルの作成、削除と保守を端末を介し
て会話的に行えるようにすることとを目的としたプログラム、 SXFMTNの利用方法を説明し

た手引です。

11. ASTER操作説明書 1988. 5月発行 81頁 （ファイル化）

本センターで複写サーピスを行っている端末エミュレータASTERの利用手引書つこれは、

センターニュース (VoI. I 6, No. 3)に掲載した記事に加筆．訂正を加えた手引です。

12. 手書きOCR装置利用の手引 1987. 6月発行 17頁（ファイル化）

新しく入替えとなった手書きOCR装置N6970Gの利用方法を説明した手引書です。

13. SALS USERS'MANUAL (英文） 1984.2月発行 59頁（ファイル化）

最小二乗法を中心とするデータ解析のための汎用プログラム・パッケージ SALSの利用方法

について説明している英文マニュアルです。
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14. 日本語文書の編集出力 1985. 4月発行 23頁（ファイル化）

日本語文書を編集処理してページブリンタに出力する利用方法について説明している資料で

す。

15. マイコン (PC9801F)をTSS端末として利用する方法 1986. 8月発行 15頁（ファイル化）

PC9801Fを無手順端末として、 TERMコマンド（ターミナルモート）およぴ BASICプログ

ラムの 2種類の利用方法について説明してし‘る資料です。

16. TSSの手引ー I (実習用） 1986. 4月発行 38頁（ファイル化）

TSSの使用法をこく簡単に説明した手引で、実際に端末を使って実習する自習型のものです。

TSS講習用でもあります。

17. TSSの手引ーII (実習用） 1986. 4月発行 192頁（ファイル化）

TSSの利用法を画面エディタの使用法を中心として説明した手引で、実際に端末を使って実

習する自習書です。

18. 大学間電子メールシステムの使い方 1988. 1月発行 23頁（ファイル化）

本センターおよび7大学大型計算機センターの利用者との間でメールのやりとりをする電子

メールの利用法を説明した資料です。

19. DAISY利用の手引 1988. 3月発行 23頁（ファイル化）

対話型データ解析システムで、クロス集計、数量化理論 I-IV、因子分析、時系列分析、計

量経済分析等の解析手法があります。

20. 電子掲示板システム ($BBS)の使い方 1988. 7月発行 12頁（ファイル化）

不特定利用者間で自由に情報交換を行うことを目的とした電子掲示板システムの利用法を説

明した資料です。

21. MIEDIT (マイエディット）利用の手引 1988. 10月発行 32頁（ファイル化）

MIEDIT (マイエディット）は、カーソル操作を主体としたエディタで、両面分割により、

2つのファイルの編集が行えたり、キーを好みに変更出来るものです。
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く注意事項＞

（ファイル化）の記述かある刊行物は、ディスクファイルに格納されていて利用者自身かT

ssコマンド ($TEBIKI又は$HANDBOOK)で、日本語プリンタに出力出来るようになっ
ています。

【例】 SYSTEM? $TEBIKI .............................. TEBIKIコマンド入力

＊将 MENU料十料

(1) スプール処理システム利用の手引

(2) 大学間ネットワーク利用の手引

TITLE NUMBER INPUT? 2 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・必要な手弓Iを番号で選択

$TEBIKI COMND END (YES OR NO)? Y・ …・・・・・TEB!Klコマンドを終了させる

SEND BY MAIL <YES OR NO)? Y・・・・・・ ……………連絡所送りとするときは Yを
選択

大阪大学大型計算機センターニュース -83 - Vol. 21 No. 4 1992-3 



ACOS-6マニュアル一覧

価格には消費税を含んでいます。

説明書体系
コード 価格

説 明 名

MVXII全般

統合）ブトウェアシステbACOS-6/別XII システk概説書 FCZ51-2 12,360 
仮想記憶解説書 FCZ52-1 1,545 
泣1制御言語加りック FCA51-3 23,690 
巧—ゎt-ジ汀柔ート壬ti\ンけ汐くシステA編＞ FCB52-3 39,140 
巧ーメッt-ジバ’添ート1-rnン”ックくオンうイン編＞ FCB53-3 33,990 
巧ーメ沈-ジが和卜王れン ~1沙＜如グうA管理絹＞ FCB54-3 44,290 

システム管理

システ訳クI]利用の手引 FDA52-3 7,725 

リモート処理管理

リモート）｛ッチ処理システk説明書 FEJ51-1 4,017 

TSS管理

TSS-AF概説書 FEF51-3 1, 751 
TSS-AFシiテム利用の手引 FEF52-3 7,004 
TSS-AF,1システk設計の手引 FEF53-3 7,725 
TSS-AF会話型リそート）わチ利用の手引 FE応4-3 3,296 
TSS-AFテ守スト11ィタ説明書 FEF55-1 2,472 
TSS-AFう汎う説明書 FEF56-1 4,944 
TSS-AF画面テ芍X卜1:fィタ説明書 FEF57-1 6,592 
TSS-AF操作加けカ FEF58-3 6,489 
TSS-AF'Xlンt10シージャ設計の手引 FEF61-3 2,163 
マイ註ィット説明書 FEF63-1 5,253 
日本語I:,イタ説明書 FEF65-1 7,004 

データ管理

F郎利用の手引 FFB51-3 38,110 
FRC刃朽ミングの手引 FFCSl-3 5,562 
')ート／マ-ジ利用の手引 FF防1-3 9,579 
')-卜/?-ジ(V)利用の手引 FF応2-3 11,330 
データ乃奴りービ万砂う人利用の手引 FFG54-1 6,283 
UFAS利用の手引 FFJ51-3 7,931 
UFAS(V)解説書 FFJ52-3 10,300 
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ACOS-6マニュアル一覧

価格には消費税を合んでいます。

説明書体系
コード 価格

説 明 書 名

データベース管理

INQ概説書 FF応1-1 2,266 
INQ文法説明書 FF応2-1 5,459 
INQIンtlーサ言語(EQL)説明書 FF応3-1 6,592 
INQ運用の手引 FF応4-3 8,137 
INQ会話型ヂ-1}ベ1作成•更新言語説明書 FF梵;s-1 1,442 
INQ手続型Iンr1サ言語(EPL/EPU)説明粛 FFK56-2 2,575 
INQ GUID防Xテム説明営 FF応7-1 1,648 
INQ GUIDE運用説明書 FFK58-1 2,678 
INQ(V)言語説明雲くCOB孔編） FFK59-2 4,532 
INQ{V)言語説明書くFORTRAN韻＞ FFK60-2 4,635 

プログラム管理

COBOL85言語説明書 FGA51-3 20,600 
COBO認5刃グうミングの手引 FGA52-3 15,450 
COBOL74文法説明書 FGA53-2 12,360 
COBOL7410グうミング説明書 FGA54-2 18,540 
COBOL文法説明書 FGA55-1 6,386 
COBOL-JOグうミング説明書 FGA56-1 9,476 
FORTRAN文法説明書 FGB51-l 4,429 
FORTRAN-'JOグうミング説明香 FGB52-1 6,798 
FORTRANtJ1ルーチンうイガリ説明書 FGB53-1 3,296 
FORTRAN77(V)刃灼ミンクの手引 FGB57-3 14,420 
FORTRAN支援ツール利用の手弓l FGB59-2 3,2% 
FORTRAN77言語説明書 AGBOl-8 5,356 
標準PL/I言語説明書 FGD51-2 6,180 
標準PL/I刃9うミングの手引 FGD52-2 9,373 
PL/ I言語説明書 FGD53-2 5,562 
PL/ I 1lJグうミングの手引 FGD54-2 12,360 
GMAP説明雷 FGE51-1 16,480 
GMAP(V)説明醤 FGE52-2 13,390 
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ACOS-6マニュアル一覧

価格には消費税を含んでいます。

説明書体系
コード 価格

説 明 書 名

プログラム管理

対ヅ／トレー刈説明書 府J51-1 2,369 
刃朽K管理りービ万叩うA説明書 囮J52-1 10,300 

刃労ム管理りービス刃朽1(V)利用の手引 府J53-3 13,390 
刃労訪イ芳ザン利用の手引 府J55-3 7,622 
UTILISP言語説明書 AGM22-6 11,330 

PROLOG言語説明書 AGM23-5 4,635 

C説明書 FGP51-1 2,575 
C(V)言語および刃朽ミングの手引 FGP52-3 5,562 
統合刃朽訪イブうリ1".1利用の手弓l FGRSl-3 8,034 

マルチメディア基本管理

日本語情報処理システム概説書 FM応1-3 6,077 
日本語情報処理9モ:.t10朽麻l用の手引

く印升処理編〉 F廊 2-3 16,480 
日本語情報処理りービ刃砂うK利用の手引

く対話処理編＞ F函 3-3 5,974 

日本語情報処理双丸運用の手引 FMK54-3 5,665 
日本語情報処理FO簡EX利用の手引 Fl1K56-3 10,197 

ソフトウェア開発支援

，，，わ列か卜刃朽b(DSP)説明書 FPA51-1 2,060 

研究開発支援システム

GCI/70説明書 AHA20-7 14,420 

人工知能

EXCORE概説香 AQAll-2 1,236 
EXBASE刃ゲうミングの手引く基本編＞ AQA12-2 8,343 
EXBASE刃朽ミングの手引く恥M編＞ AQA13-2 10,300 
EXBASE刃朽ミングの手引くル鳴指向刃朽ミング編＞ AQA14-2 4,532 
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ACOS-6マニュアル一覧

価格には消費税を含んでいます。

説明害体系
コード 価格

説 明 書 名

アプリケーションシステム

数理計画

数理計画システ訊PS/EXA利用の手引く機能操作絹＞ DXA32-3 9,476 
数理計画システ訊PS/EXA利用の手引く制御言語編＞ DXA33-3 9,579 
数理計画システ訊PS/EXA例題集 DXA34-3 4,635 

統計

統計解析システk説明書くSTATPAC-2/4/6> DXB02-7 11,330 
労スタ分析システム説明書くCLUSTER-2/4/6> DXB12-3 1,545 
刃ス集計双丸説明書くCRおS> DXB41-4 2,884 

データ解析支援機能

ナータ解析システbDAISY概説書 DXTll-6 2,060 
ヂ-夕解析システbDAISY入門 DXT12-4 3,811 
'f->J解析システ1DAISY利用の手引く共通編＞ DXT15-4 6,901 
1-夕解析システ1DAISY利用の手引く統計解析システk韻＞ DXT21-7 16,480 
,;-夕解析システbDAISY利用の手引

く時系列・計量経済分析システム編＞ DXT41-7 11,330 
サータ解析システ1DAISY利用の手引

く解析データ操作システム編〉 DX'I51-6 10,300 
ナータ解析システム解説書くDAISY〉 DXT61-2 6,798 

シミュレーション

離散型シミ:11-ション言語説明香くGPSS/V-4〉 DXE02-3 9,476 
システムダイナミ、力ば言語説明書くDYNA即/F-4,F-6,TSS-6> FXE12-8 9,167 
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ACOS-6マニュアル一覧

価格には消費税を含んでいます。

説明書体系
コード 価格

説 明 名

アプリケーションシステム

数値計算

数値計算うイ1うリ説明書く崩THLIB概念／機能絹＞ FXFOl-8 13,390 
数値計算うイ151}説明書く肌刊LIBn, ゴリズK編＞ FXF02-8 11,330 
数値計算うイガリ説明書く閏刊LIB-6例題韻＞ FXF03-4 6,798 
科学技術計算升芳リ ASL利用の手引く第1分冊＞ FXFll-9 12,360 
科学技術計算うイガリ ASL利用の手引く第2分冊＞ FXF12-8 10,300 
科学技術計算うイガリ絡L利用の手引く第3分冊＞ FXF13-7 20,600 
科学技術計算うイ芳リ ASL利用の手引く第4分冊＞ FXF14-4 10,094 
応Lア訊付利用の手引 DXF19-4 1,442 

建築／土木／構造

非線形熱伝導解析説明書くI⑰P/NL耶AT> FXI34-4 4,635 
斜面安定解析説明書くICEP/況OPE-2> FXI43-6 3,708 
複合構造解析双邦説明書くISAP〉 FXI52-10 15,450 
複合構造解析システk説明書くISAP操作編） FXI53-5 618 
複合構造解析システk説明書くISAP例題編＞ FXI54-6 4,841 
複合構造解析システム説明書くISAPIうーメッi:-ジ編＞ DXI59-8 2,369 
ISAP'fイジタい印夕”システK説明書くISAP/XYP> FXI56-7 8,549 
ISAP図形処理肘汎邦説明書くISAP/GRAPHIC V2> FXI57-5 9,579 
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sxマニュアル一覧

価格には消費税を含んでいます。

説明書体系
コード 価格

説 明 書 名

sx全般

巧ーメッt-ジ一覧くシステK編＞ GCA12-6 47,380 
Iうーメ,,t-ジ一覧く言語編＞ GCA13-6 46,350 
J-訊刃ヴック GCA14-4 7,931 
泊1制御言語T¥':lt1ックくA......._F> 配812-5 40,170 
泊1制御言語八ンドカ,<G-Z> GCB13-5 46,350 

言語処理

FORTRAN77言語説明書 GGBll-1 5,356 
FORTRAN77, 77/SX刃グうミング手引書 00B12-5 18,540 
VECTORIZER/SX説明書 GGB13-4 9'2:7 
ANALYZER/SX説明書 GGB14-5 2,575 
OPTI!1IZER説明書 GGB15-4 1,442 
柑ガ9かけn朽A説明書 GGK12-2 4,738 
BEAUTIFIER説明書 GGK15-3 1, 4位

対話情報処理

ATSS-AF概説書 GEDl0-1 5,665 
ATSS-AFコマン村暴作の手引く非メ：：1-編＞ GEDll-6 20,600 
ATSS-AF画面I:fィタ利用の手引 GED12-6 10,197 
ATSS-AFJ?'.1 t操作の手引くメ：1-編＞ GED14-5 30,900 

通信管理

粕F-6利用の手引 GJFll-5 10,300 

数値計算

数値計算うイガリ説明書く阻THLIB/SX概念／機能絹＞ GYFOl-3 10,197 
数値計算うイガリ説明書く開THLJB/SXアルゴリズム韻＞ GYF02-3 8,858 
数値計算うイガリ説明書く崩TIILIB/SX例題縞＞ GYF03-2 5,253 
科学技術計算升ガリ ASL/SX利用の手引

く基本機能編第1分冊＞ GYFll-6 9,785 
科学技術計算甘芳1)ASL/双利用の手弓l

く基本機能編第2分冊＞ GYF12-6 8,343 
科学技術計算打芳1)ASL/SX利用の手引

く基本機能編第3分冊＞ GYF13-6 8,858 
科学技術計算甘ガリ ASL/SX利用の手引

く基本機能編第4分冊＞ GYF14-2 7,416 
科学技術計算升芳り ASL/叙利用の手引

く高速機能編＞ GYF18-5 11, 330 

大阪大学大型計算機センターニュース -89 - Vol. 21 No. 4 1992-3 



EWS4800マニュアル一覧

価格には消費税を含んでいます。

説明書体系
コード 価格

説 明 書 名

やさしいシリーズ

EIJS-UX/V(R4.0)やさしいEりS(紹介編） EVZOl-2 1. 442 
即S-UX/V(R4.0)やさしいEりS(使い方編） EVZ02-3 2,163 
即S-UX/V(R4.0)やさしいXウィン灼 EVZ04-2 2,266 
即S-UX/V(R4.O)やさしいテギスト編集 EVZ05-2 3,399 
即S-UX/V(R4.0)やさしい環境設定 EVZ06-2 1,339 
EWS-UX/V(R4.0}やさしい朽卜？ーク EVZ07-1 927 
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マニュアルの入手方法

一覧表に掲げるマニュアルは、下記で取り扱っておりますので御利用ください。

記

• 大阪大学生活協同組合 書籍部（豊中地区）

TEL 06-844-1151 (内線2473)

•大阪大学生活協同組合 書籍部（吹田地区）

TEL 06-877-5111 (内線4141)

• 日本電気株式会社関西支社第一販売部

〒541大阪市中央区城見1-4-24

TEL 06-945-3133 
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他センター「ニュース（広報）」掲載一覧

0北海道大学大型計算機センターニュース (vol.23,No.5) 

可視化のためのアルゴリズムとプログラミングー 3

アイヌ関係文献データベース

計算機シミュレーションはサイエンスなのか

「GPSL図形」、「SASグラフ」の作図出力のいろいろ

0東北大学大型計算機センター広報 (vol.24,No. 4) 

お知らせ「センター便り」より

GKSによる一変数関数グラフの描画

東北画像データベースTIDASの利用法(3)

NIネットを利用したTIDASのデータの転送

UNIXマシン (cctu-ap)上で働く日本語ワープロ

「新松」の利用方法について

報

荒川

山本 強

煎本 孝

中山恒義

武川利代巳

中村維男

佐藤行彦

松沢 茂、川村宏、

小畑征二郎、工藤純一

川村 宏、馬谷紳一郎

孫 寧、安倍正人

諸委員会報告

務報告

編集後記

0東京大学大型計算機センターニュース (vol.1, 23, No. 6) 

センターより

サービス休止等のお知らせ

システム変更等のお知らせ

ライプラリプログラムALISPの機能変更について

ニューラルネットワークの応用に関する研究会

第4回数値情報環境ワークショップ報告

講演発表募集第5回数値情報環境ワークショップ

平成4年度センター付プログラム指導員の募集について
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外国人留学生によるプログラム指導員の募集について

平成3年度後期センター付プログラム指導員相談分野別スケジュール表

外国人プログラム指導員後期スケジュール表

平成3年度連絡所付プログラム指導員スケジュール表

卒業研究のための計算機利用について

8• 9月のジョプ統計

大学間コンピュータネットワーク新規加入および加入内容の変更について

のお知らせ (9月）

ユーザより

夕焼け雲のポスターは

資料

DDX-TP経由での副システム利用時の注意

センターニュース目次検索コマンドCNEWSの機能追加について

ファクシミリ出カサービスについて

C++言語：オブジェクト指向プログラミング

英文OCRと英日翻訳システムの使用例

さよならCSNET(インターネットヘ吸収へ）

0名古屋大学大型計算機センターニュース

論

懐かしの名大大型計算機センター

センターより

1. お知らせ

報告

1. 各委員会経過

2. 講習会等開催

3. 業務報告

解説

1 . 新システムの紹介

2. 熱流体力学を数値的に解くプログラム(2)

利用者向け講座
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水野欽司

林 光一、高橋政浩

菱田 学、坪井伸幸
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The world of日本語 Emacs(3) 

投稿

ペプチド構造解析システム・ PEPCONの使い方

附表

1 . 通信機器（モデム）

2. カタログド・プロシジャ一覧表

3. コマンド・プロシジャ一覧表

索引

編集後記

0京都大学大型計算機センター広報 (vol.1 , 24, No. 5) 

センターより

結緑祥冶

昌彦、別府良孝

COMPAQ (新欧文OCR用装置）及びTANDY4000利用への連絡事項

会話型ベクトライザについて

ジョブ出力操作コマンドKOUTの機能拡張について

INSPEC関連データベースのサプファイルの再構成について

データベースMINJIの検索コマンドの変更について

解 説

汎用コンピュータシステムの置換えと連用について 金澤正憲

FORTRANの主コンバイラの変更について 徳平

アナライザの使い方について 植木 徹

UTSからUXP/Mへの移行について 安岡

新しい図形出力について 寺嶋廣次

誰にでも使える csh講座(3)「昔のことは忘れた」 安岡孝一

誰にでも使える csh講座(4)「ここはどこ？」 安岡孝一

畝訥

総務庁研修に参加して 寺嶋廣次

利用者のページ

プロ相すくらんぶる（その19)

センター利用による研究成果-1990年度計算機利用結果報告書添付資料から＿

報告

事務報告

大阪大学大型計算機センターニュース -94 - Vol. 21 NCl 4 1992-3 



資料

ジョプ種別一覧

交換回線端曲接続用電話番号一覧

大学間コンピュータ• ネットワーク加入機関一覧

一般利用者用UXP(VlOLlO)コマンドクイックリファレンス (Ver.1 . 1) 

UNIXシステム運転停止一般利用者用コマンド一覧

編集後

O九州大学大型計算機センター広報 (Vol.1,24, No.6) 

解説

一般座標格子上での等高線図作成用プロッタサブルーチン

MHSメールシステムの利用法

古川雅人

原田盛ー、川寄正子、 実、竹生政資、松延栄治

専門室だより

連絡所めぐり

報

お知らせ

センター日

業務報告

資料

大学間コンピュータネントワーク加入ホスト

コンプリート形式プログラム使用頻度調査

サブルーチン形式プログラム使用頻度調査

データベース利用状況

ソフトウェア一覧

マニュアル一覧

文献

vol.24総目次

編集後記
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原稿の募集について

本センターでは、 5月、 8月、 1 1月、 2月にセンターニュースを発行していますが、各号のセ

ンターニュースに掲載する次のような種類の原稿を募集しています。

投稿いただいた方には、御希望により 50部お渡しします。どしどし御応募ください。

1. 随想

2. 計符機を利用して行った研究。開発の紹介

3. プログラムの実例と解説

4. その他、センターニュースに掲載するにふさわしい種々の原稿

＜執筆上の注意＞

。原稿用紙は、できるだけ本センターの用紙を使用してください。原稿用紙は、共同利用掛にあ

ります。原稿は、黒鉛筆、黒インクまたは黒のポールペンで書いてください。

。図表がある場合には、別の用紙に嘗いてください。 トレース作業が必要な場合は、本センター

で行います。また、図表や写真の挿入位置を、原稿用紙上に示しておいてください。

。原稿は、後日お返しします。

。プログラム例をのせられるときは、カラムずれ等ミスの元ですので、できるだけ、手書きはさ

けて端末からの出力紙やラインプリンタに出力したものを付けてください。

。発行月が5月、 8月、 11月、 2月ですので、原稿締切日は、 3月、 6月、 9月、 12月の末

日です。

。投稿についてのお問い合わせは、下記までお願いします。

記

(〒56 7)茨木市美穂ケ丘5番1号（阪大吹田団地内）

大阪大学大型計算機センター共同利用掛

TEL (06) 877-5111 (内線2814、2815) 
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